
令和８年度研究計画概要 

 

佐倉市立和田小学校 

 

研究領域  体育科 

研究主題  
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導 

～体育科の学習を通して～ 

研究仮説  

【仮説①】  

  身に付けさせたい力を明確に示し、見通しをもって取り組ませれば、児

童が運動の課題を解決するための方法や活動を仲間と共に工夫し、運動の

楽しさやできる喜びを味わうことができるであろう。 

【仮説②】 

  多様な運動に親しませる活動を教育活動の中に意図的に取り入れていけ

ば、児童の運動能力が向上するとともに、生涯にわたり進んで運動しよう

とする意欲を高めることができるであろう。 

研究内容  

○学習過程・学習形態の工夫・改善 

（掲示物・モデル・ＩＣＴの活用・教材教具の工夫・学び合いの場づくり） 

○体力の向上を目指す継続した取り組み 

（授業前のサーキットトレーニング・朝の会での柔軟ストレッチ等） 

○多様な運動に親しませる（遊びのレパートリーを増やす）取り組み 

（外遊びの奨励・複数学級でのレクリエーション・「佐倉市元気アップチャレ

ンジ」への参加・運動能力向上につながる運動遊びができる場づくり） 

○学びの変容を実感できる自己評価や相互評価 

研究計画  

（概要）  

４月 ○研究計画・年間計画 

５月 ○実態把握（体力テスト・アンケートの実施） 

６月 ○理論研修（体育） 

７月 〇教材研究・授業準備 

８月 ○夏季校内研修（伝達研修等） 

９月 ○指導案検討 

１０月 ○校内授業研究会①（体育） 

○体力テスト 

○小規模特認校学校公開 

１１月 ○指導案検討 

１２月 ○校内授業研究会②（体育） 

    〇校内持久走記録会 

１月 ○指導案検討 

   〇校内授業研究会③（体育） 

２月 ○年間指導計画の見直し 

   〇実態把握（アンケートの実施） 

３月 〇研究のまとめ・次年度の方向性 



 


